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１．はじめに 

















ら』が、2011 年 7 月に公開された。原作のコミックは、月刊誌『なかよし』講談社、1980




















り 10 万じゃ、暮らしていけません」という会話をしている。4) 
2-3．テレビドラマ『ストロベリーナイト』 






























コミック雑誌『JOUR すてきな主婦たち』に掲載（2010.12 2011.3 2011.7 2011.9）













































































































































































































 小説家「徳丸敬生」の自宅を改装してつくられた N 市文学館に、嘱託として勤める老松
郁太は、存在するはずのない、徳丸のサイン入り「遺稿集」を手がかりに、廃館が決定的
となった、文学館の存続を図ろうとする。同じ N 市に勤務する職員として、『おさがしの本




























































































































































































































エッセイ「図書館に通う」は、月刊誌『みすず』に、2010 年 3 月から、不定期（ほぼ隔
月）に掲載されている。その著者、宮田昇は、内田庶・名義での翻訳もあり、翻訳や著作
権関係の領域で、多大な業績を残してきている人物である。1) 








































1) 和合亮一『詩の礫（つぶて）』2011.6、徳間書店、p.179  














































































































図書館で」「新米の司書として」「働いていた」（1 巻 p.164）ことが、示されている。 
11)1 巻 p.56 中段右、同 p.64 上段右、のコマに図書館の入口付近が描かれており、「市立図
書館」と、表示されている。 

































入選。2012 年の時点で、同賞選考委員（5 名）の一人である。 



















 「五人と一ぴき」は、NHK で、1969.4～1971.9 に、放映されたドラマのタイトルだが、
原作は、「＜五人と一ぴき＞たんてい団」（表紙の記述）シリーズ「初版」として、実業









2)日本図書館研究会 第 288 回研究例会 「2011 年、図書館はどのように言及されたか―
『夜明けの図書館』（埜納タオ）、「図書館に通う」（宮田昇）を中心に」において、発表。 











（文中で、参照した web ページは、2012 年 2 月の時点で公開されていたものです） 
